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Socionext Korea、最新技術を体験できる「ソリューション・ラボ」を開設 
「第 4次産業革命の時代を迎える韓国のための技術ショーケース」 

 

[ソウル発、2017年5月 25日]  株式会社ソシオネクスト (Socionext Inc.) の韓国における子会社

Socionext Korea Ltd. (代表 山口 悟) は、人工知能 (AI) やモノのインターネット (IoT）、ビッグデータ技

術をベースにした第4次産業革命時代をリードする韓国企業および消費者と緊密に協力するため、京畿道盆唐 

(キョンギド・ブンダン) の Socionext Korea本社内に新しく「ソリューション・ラボ」を開設しました。 

 

ソシオネクストは、SoC (System on Chip) をベースとしたソリューションを設計、開発、供給する革新的

な企業です。イメージング、ネットワーキング、コンピューティング分野での優れた技術力をベースに世界中

でビジネスを展開しています。今回開設したSocionext Koreaのソリューション・ラボでは、ソシオネクス

トが開発した最新の技術とアプリケーションが展示されます。全周囲立体モニターシステムや 4K/60p 

HEVC リアルタイムコーデックなど、高い注目を浴びているソリューションを実際に見て体験することがで

きます。 

 

ソリューション・ラボ開設にあたって開催されたオープニングイベントで、株式会社ソシオネクストの井上あ

まね代表取締役社長兼COOは以下のようにコメントしました。「ソシオネクストはグローバル市場に向け最

新の映像・イメージング、ネットワーク、コンピューティング分野でのソリューションを提供するため、日々

開発を続けております。これまで新横浜本社、アメリカ (サニーベール）、台湾 (台北）、ドイツ (ミュンヘン）、

中国 (上海) に順次ソリューション・ラボを開設し、お客様より大変好評を得ております。今回ソシオネクス

ト韓国の事務所増床に伴い、韓国 (ブンダン) にもソリューション・ラボを開設することができ、韓国のお客

様にも実際に我々のソリューション事例をご覧いただけることを、大変喜ばしく思っております。」 

 

オープニングイベントに参加した韓国 ITメーカーの関係者は、「世界の SoC技術トレンドをリードするソシ

オネクストの技術にいち早く触れることができるスペースができました。 このソリューション・ラボは、ソ

シオネクストの最新技術を活用して製品を開発し、市場を先取りするうえで大いに役立つでしょう。」と話し

ました。  

 

Socionext Koreaは、今後もソリューション・ラボに展示する技術や商品を継続して更新し、韓国の企業と消

費者が新しい、最適なソリューションを直接体験できる機会を提供していく予定です。 

 

 

 



 

Socionext Korea ソリューション・ラボおよび本プレスリリースに関する問い合わせ先 

 

Socionext Korea 

韓  官 熙 (ハン カンヒ)  

電話: ＋82-31-723-7100 

E-mail：han.kwan-hee@socionext.com 

 

 
ソシオネクストについて 
株式会社ソシオネクスト (Socionext Inc.) は、SoC (System-on-Chip) の設計・開発および販売を事業とする新しい企
業です。映像・イメージング、ネットワークおよびコンピューティング分野における世界トップレベルの技術を核に、今
日のさまざまなアプリケーションの進化を支えます。長年培った技術力と経験、さらに豊富な IPラインナップをベースに
卓越したソリューションを提供し、人々の豊かな体験 = better quality of experienceの実現に貢献します。2015年に
設立された株式会社ソシオネクストは横浜市に本社を置き、日本国内、アジア、米国およびヨーロッパの各拠点において
製品開発および販売活動をグローバルに展開しています。詳しくは socionext.com/jp をご覧ください。 
 
 
 記載されている会社名、製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。プレスリリースに記載され

た内容、お問い合わせ先などは、発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。あらか
じめご了承ください。 

http://www.socionext.com/jp
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